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No. 品　名 個数
1
2
3
4

7

ワイヤレス充電器
ワイヤーハーネス
エレクトロタップ
バンドクランプ

取扱書

1
1
4
11

1

このたびは、トヨタ純正おくだけ充電をお買い上げいただきましてありがとうございます。
本書は、おくだけ充電を取り付ける場合の取付要領について記載してあります。
取り付けの前に必ずお読みいただき、記載された内容に従って正しい取り付けを行ってください。
特に、
・本品を改造しての取り付けは、絶対に行わないでください。
・記載事項を守らなかったために発生した不具合につきましては、責任を負いかねる場合がありますのであら
　かじめご承知置きください。
【別紙の取扱書は、必ずお客様にお渡しください。】

構 成 部 品 名 【取り付け前に以下の表に従って部品がそろっているかご確認ください】

使用工具・用意するもの
クリップクランプツール、マイナスドライバー（小）、ラジオペンチ、ボックスレンチ(10mm)、
プライヤー、ビニールテープ、精密ドライバー(－)、ニッパー、スケール、テスター、
保護テープ、保護手袋

1 2 3

4 6 75

6 取付要領書 1
5 保護シート 1

品　　番

品　　番 08676-B1050

取付要領書
おくだけ充電

マイナスドライバー（小）、マイナスドライバー、プラスドライバー、スタッビドライバー、
キリ、ニッパー、ヤスリ、プライヤー、ドリル（φ3、φ6、φ9）、ホールソー（φ14、φ24）、
ビニールテープ、布粘着テープ、マスキングテープ、保護テープ、保護メガネ、軍手
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取り付け上の注意
この取付要領書では安全な作業をしていただくため、特にお守りいただきたいことを次のマークで
表示しています。

注意 … 注意事項を守らないと事故につながったり、ケガをしたり、車を破損するなどの恐れがあります。

… スピーディーに作業していただく上で知っておいていただきたいことを記載しています。

1. 本文中の 注意 は必ず取り付けに反映させて作業を行ってください。もし 注意 を無視して取
り付けると製品の機能を阻害するばかりでなく、車両故障につながる恐れがあります。
2. 取り付け作業を容易に進行するために をお読みください。
3. 取り付け作業は安全な場所に車を駐車させ、パーキングブレーキを確実に作動させてください。
4. 車両部品の取りはずしに際しては、クリップ、スクリュー、ボルト類は再使用しますので、紛失
や損傷させないよう部品毎に整理し、復元作業時には間違えないよう配慮してください。  
また、 車両に傷を付けないよう取り扱いには、十分注意してください。
5. 電動パーキングブレーキ付車は必ずスイッチの表示灯が点灯していることを確認してからバッテリー
（－）端子をはずしてください。

取り付ける前に

部品の取り付けは

配線は 取り付けが終わったら

・車両のドアロック、パワーウインド、
ランプ、ホーン、ワイパー等の装置が
正常に作動するか確認しておく。

・運転のじゃまや、居住性をそこなわ
ない場所を選ぶ。

・車両のボルト、ナットなどを使用して共
締めする場合、ステアリングやブレー
キ燃料系など重要部品のものには使
用しない。

・車両のワイヤーハーネスはコ
ネクターの嵌合不良や損傷
防止のため引っ張るなど力を
かけないこと。

・配線作業時にコネクターなど
はブラブラしないように幹線
にテープ巻きするかクランプ
などを使用して固定すること。

・コネクターをはずす場合はコ
ネクター本体を持ち、ハーネ
スを引っ張らないこと。

・コネクターやターミナルは、確
実に接続し、必ず確認を行う
こと。

・取り付けた用品の作動確認を
行うと同時に、車両の機器、
装置が正常に作動することを
確認する。

・ワイヤーハーネスは取り付け部
品での噛み込み、板金エッジ可
動部品、樹脂バリと干渉しない
場所を配線し、確実に固定する
こと。　

・バッテリーのケーブルを復元す
る前に配線状態を確認する。

・室外から室内への配線にはグ
ロメットを使用する等確実な
防水対策を施すこと。

・締め付けを行う際、ワイヤーハーネス
など挟み込んでいないことを確認して
から行う。

・取り付け穴をあける場合、必ず裏側に
何もないことを確認すること。

・ボルト、ナットの締め付けは必ず規定
のものを使用する。

・ボルト、ナットの締め付けには寸法の
あった工具を使用し、トルク指示のあ
るものはトルクレンチを使用する。

・必ず、バッテリーの（ ）ケーブルは
はずしてから作業を行う。

・大切な車を守るために必要部分に
カバーを取り付ける。
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エレクトロタップの接続方法

（1） 車両のビニールチューブ等をカットする際は、車両ハーネスを傷付けないよう充分注意してください。 
（2） エレクトロタップは、他の用品が装着されている場合でも必ず、車両ハーネスに接続してください。
（3） エレクトロタップの接続時に、クリック音と合わせてロックが確実に嵌合したことを確認してくだ
　　  さい。 
（4） 接続するコネクターの端子番号及び、用品ハーネスと車両ハーネスの線色を確認し、誤った接続を
　　  しないよう充分注意してください。
（5） 同一コネクターに複数のエレクトロタップを接続する場合は、接続位置をずらしてください。
（6） ヒンジ部が破損しても確実にロックできれば性能上問題ありません。
（7） 一度使用したエレクトロタップは再使用しないでください。誤って接続した場合、エレクトロタッ
　　  プを車両ハーネスに付けたまま用品ハーネスを切断し、ビニールテープで絶縁処理してください。

エレクトロタップの接続手順

・
注意

【5】カバーは、手でロックしてください。プライヤー等で
強く抑えるとロックが変形してはずれるおそれがあります。

エレクトロタップの使用上の注意事項

ロックする

奥まで差し込む

車両ハーネス

ガイド溝

用品ハーネス

【1】

【2】【3】

【4】

【5】

ロックする

エレメント

カバー

1．接続する車両側ハーネスに接続ス
ペースが無い場合は、車両側ハーネ
スの外装（ビニールチューブ、ビ
ニールテープ等）をカットしてくだ
さい。

2．車両ハーネスをエレクトロタップの
ガイド溝に通し【1】、エレクトロ
タップをロックします【2】。

3．用品ハーネスを分岐穴に奥まで差し
込みます【3】。

4．プライヤーでエレメントを押し込
み、圧着します【4】。

5．エレクトロタップのカバーを折り曲
げ、ロックします【5】。

6．エレクトロタップにビニールテープ
を他の車両ハーネスごと巻き付けて
ください。

注意
・ 圧着は斜め方向に力が加わらないように
確実に行ってください。斜め方向に力が
加わった場合、圧着不良となるおそれが
あります。

注意
・ 車両配線色は色が変わることがありますの
で、念の為配線図集を確認してください。
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取　付　概　要

車両部品の取りはずし

注意

注意
・ シフトレバーリング変形の原因となるため、マイ
ナスドライバー等を使用しないでください。

・ シフトレバーリングを取り付けた際、図に示すシ
フトレバーリングの寸法Ａを測定してください。
基準：11.9～12.9mm
寸法Ａが基準値からはずれている場合はシフトレ
バーリングを新品に交換してください。

注意
・ シフトレバーラッチの破損の原因となるため、
マイナスドライバー等を使用しないでください。

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

１

※取りはずしに必要なコネクターの接続をはずし、番号順に部品を
　取りはずしてください。

1ワイヤレス充電器

:ツメ位置（2箇所）

シフトレバーラッチ

マイナス
ドライバー（小）

マイナス
ドライバー（小）

シフトレバーノブS/A

シフトレバー
リング

シフトロックリリース
ボタンカバー

シフトロック
解除ボタン

シフトレバー

Ａ

●シフトレバーリングを取りはずし、シフトレバーノブS/Aを
　取りはずす。

●矢印❷の方向にスライドさせてシフトレバーラッチを取り
　はずす。

●矢印❶の方向にシフトレバーラッチを広げる。

・電動パーキングブレーキ付車は必ず
スイッチの表示灯が点灯している事
を確認してからバッテリー（－）端子
をはずしてください。
・作業前にパーキングブレーキが掛
かっていることを確認してください。

表示灯

●保護テープを巻いたマイナスドライバー（小）を吹き出しの
　矢印の方向へ動かし、シフトロックリリースボタンカバーを
　取りはずす。
●シフトロック解除ボタンをマイナスドライバー（小）で押しながら、
　シフトレバーを N ポジションにする。
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　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

　：傷付き防止用
　　保護テープ
　　貼り付け位置

６

●左図番号順にクリップ、ツメかん合をはずし、矢印方向に引
き、クラスタフィニッシュパネルを取りはずす。

グローブボックス

開く

はずす

内側へ押す

内側へ押す

ヒンジ部

ヒンジ部

ストッパー ２ ３

４ ５

クランプ

:クリップ位置（5箇所）

:コネクター位置（4箇所）
クラスタフィニッシュパネル

:ツメ位置（6箇所）

クラスタフィニッシュ
パネル

ブラケット

インストルメント
パネル

:ツメ位置（4箇所）

アンダーカバー

:クリップ位置（2箇所）
UP

LH FR
UP

LH
FR

フロントドアスカッフ
プレート（LH）

:ツメ位置（7箇所）

UP

LH

FR

カウルサイド
トリム（LH）

樹脂クリップ
（1箇所）

UP
LH FR

:ツメ位置（2箇所）

注意
・取りはずした樹脂クリップは
再使用しますので無くさない
ようにご注意ください。
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取　付　要　領

・ 
注意

取りはずしたスクリューは再使用します。
無くさないように保管してください。

１.ワイヤレス充電器の取り付け
（１） クラスタフィニッシュパネルからエアコ

ン操作パネルを取りはずす。

（２）クラスタフィニッシュパネルからインパ
ネボックス（LH）を取りはずす。

・ 
注意

取り付け後、ガタツキがないことを確認
してください。

（３） クラスタフィニッシュパネルに1ワイヤレ
ス充電器を取り付ける。

（４）エアコン操作パネルを復元する。

インパネボックス（LH）

エアコン
操作パネル

クラスタフィニッシュ
パネル

:ツメ位置（4箇所）
:スクリュー位置（3箇所）

インパネボックス（LH）

エアコン
操作パネル

クラスタフィニッシュパネル

:ツメ位置（4箇所）
:スクリュー位置（3箇所）
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・ 
注意

ジャンクションブロックの復元時は、コネ
クターの挿し忘れや半かん合に注意し、
復元作業を行ってください。

２.ワイヤーハーネスの取り付け
（１） 左図を参照し、ハーネスクリップのかん

合（4箇所）とボルト（1箇所）を取りはず
した後、ジャンクションブロックのツメの
かん合をはずす。

（２）左図矢印方向にスライドさせ、ジャンク
ションブロックからサブジャンクション
ブロックのかん合をはずす。

（３）ジャンクションブロックについている全
てのコネクターの接続をはずし、ジャン
クションブロックを取りはずす。

・ サブジャンクションブロックのかん合をは
ずすのに必要なコネクターのみをはずし
てください。

・ ジャンクションブロックの裏側のコネク
ターもはずしてください。

ジャンクションブロック
正面図

ボルト

ボルト
位置

ハーネスクリップ位置

ハーネスクリップ
ツメ位置

ジャンクションブロック

ジャンクションブロック

:ツメ位置（1箇所）

UP
LH

UP
LH

サブジャンクション
ブロック
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（４）下図を参照し、車両ハーネスに沿って2ワイヤーハーネスを仮配線する。

UP
LH

電線（白）

電線（紫）

電線（空）

2ワイヤーハーネス
　（コネクター）

電線（黒）電線（灰）
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・ 
注意

3エレクトロタップの接続作業は3ペー
ジをご参照ください。（以下同様）

・ 3エレクトロタップを接続する際は、線
色をよく確認してください。

・ 接続を間違えた場合、ワイヤレス充電器
が正常に作動しなくなります。

３.エレクトロタップの接続
【黒色40Pエアコンコネクター】

 （１）2ワイヤーハーネスの電線（空）を黒色
40Pエアコンコネクターの図の位置【電
線（白/黒）】に3エレクトロタップで接
続する。

黒色40P
P視

3エレクトロタップ

黒色40P

P視

車両ハーネス（白/黒）

用品ハーネス（空色）

白/黒車両ハーネス
用品ハーネス 空色

黒色 40Pコネクター

電線（空）

UP

LH



10/17

（３）2ワイヤハーネスのハーネス端子（紫）
を白色14Pコネクターの左図番地に挿入
する。

（４）リテーナーを押し込み、ロックする。

・ 
注意

挿入する際、端子の向きに注意し、かん
合音がするまで挿し込んでください。

（２）ジャンクションブロック裏の白色14Pコネ
クターのリテーナーのロックを精密ドラ
イバー等で解除する。

【ジャンクションブロック裏白色14Pコネクター】

（５）2ワイヤーハーネスの電線（白）を黒色
26Pコネクターの図の位置【電線（緑）】
に3エレクトロタップで接続する。

【ジャンクションブロック裏黒色26Pコネクター】

端子側面図

指定位置

ハーネス端子（紫）

P視

白色14P
P視

白色 14Pコネクター

リテーナー

白色 14Pコネクター

UP
LH

白色 14Pコネクター

白色 14Pコネクター

リテーナー

黒色26PP視

P視

黒色26P
3エレクトロタップ

UP
LH

黒色 26Pコネクター

緑車両ハーネス
用品ハーネス 白

車両ハーネス（緑）

用品ハーネス（白）
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（６）2ワイヤーハーネスの電線（灰）を白色
13Pコネクターの図の位置【電線（灰）】
に3エレクトロタップで接続する。

（７）2ワイヤーハーネスの電線（黒）を黒色
16Pコネクターの図の位置【電線（黒）】
に3エレクトロタップで接続する。

白色13P

白色13P

P視

P視

3エレクトロタップ

黒色16P

黒色16PP視

P視

3エレクトロタップ

UP
LH

UP
LH

用品ハーネス（灰）

灰車両ハーネス
用品ハーネス 灰

車両ハーネス（灰）

黒車両ハーネス
用品ハーネス 黒

用品ハーネス（黒）

車両ハーネス（黒）

白色 13Pコネクター

黒色 16Pコネクター
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４.ワイヤーハーネスの固定
（１） 3.（１）で接続した3エレクトロタップに

ビニールテープを巻き付け、車両ハーネ
スと共に巻く。

（２）
 
2ワイヤーハーネスを車両ハーネスク
リップ付近に4バンドクランプで固定す
る。（3箇所）

（３）左図の車両コネクター首下から2ワイ
ヤーのハーネスコネクター首下まで約
120mm確保し、4バンドクランプで固
定する。
（1箇所）

・ 
注意

車両コネクターの素線部にはクランプし
ないでください。

黒色 40Pコネクター

2ワイヤーハーネス

車両ハーネスクリップ 4バンドクランプ

4バンドクランプ

ビニールテープ

2ワイヤーハーネス

車両コネクタ－

2ワイヤーハーネスコネクター

4バンドクランプ

約120mm

UP
LH

UP
LH
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（４）2ワイヤーハーネスを車両ハーネスに4
バンドクランプで固定する。
 （2箇所）

（５）左図を参照し、2ワイヤーハーネスを車
両ハーネスに沿ってたるみのないように
4バンドクランプで固定します。
（1箇所）

・ 
注意

車両ステーのエッジ部に干渉しないよう
に2ワイヤーハーネスを固定してくださ
い。

2ワイヤーハーネス

4バンドクランプ

車両ステー

4バンドクランプ
車両ハーネスクランプ横に固定

2ワイヤーハーネス

4バンドクランプ
車両ハーネスクランプ横に固定

UP
FR

UPFR

RH
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（６）2ワイヤーハーネスを車両ハーネスに4
バンドクランプで固定する。
（3箇所）

（７）2ワイヤーハーネスの余長を処理し、車
両ハーネスクリップ付近に4バンドクラ
ンプで固定する。（1箇所）

余長処理

4バンドクランプ

2ワイヤーハーネス

2ワイヤーハーネス

車両ハーネス

4バンドクランプ

4バンドクランプ
※車両ハーネス
　分岐点の上で
　固定する

UP
LH

UP
LH
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復　元　作　業

５.ワイヤレス充電器の取り付け

（３）グローブボックス裏右上から手を入れ、
2ハーネスのコネクターを1ワイヤレス
充電器（Qi）に接続する。

注意

注意
・ 車両コネクター接続後、コネクターがは
ずれないことを確認してください。

注意
・ コネクター接続後、コネクターがはずれ
ないことを確認してください。

（１）左図位置に5保護シートを貼る。

（２）取りはずした車両ハーネスコネクターを
接続し、クラスタフィニッシュパネルを復
元する。

5保護シート

端末に合わせて貼る

R止まり

2ハーネスのコネクター

UP

FR

UP

FR

UP

RH

・バッテリー復元作業終了後、車両機能部品に初期化が必要な部品がありますので、作業終了後は必ず
  初期化作業を行ってください。

バッテリー復元時の注意事項

「作動確認」完了後、取りはずした車両部品を元通りに取り付けます。また復元の際は、下記の点に注意して
  作業を行ってください。

●復元時に、車両ハーネスおよび2ワイヤーハーネスを噛み込んだり、車両部品を破損させないように注意してください。
●4バンドクランプの余長部分のカットし忘れがないか確認してください。

●コネクターの挿し忘れ、半かん合に注意し、復元してください。
●車両部品のコネクター類は、全て仮接続してから、作動確認を行ってください。
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作　動　確　認

1. 配線や取り付けに異常がないか点検してください。特に、車両ハーネスおよびワイヤーハーネスに
　ついて、もう一度点検してください。
　●配線の噛み込みや無理に押されたり、引っ張られたりしていないか。
　●ハンドクランプなど、固定のはずれや部品の締め付け忘れはないか。

作動チェックスタート

バッテリーの　 ターミナルを接続する

イグニッションキーまたはパワースイッチをACCにする

充電されない

充電OK

作動チェック終了

トラブルシューティングへ

－

※…使用する接続機器によっては充電できない場合がありますのでスマートフォンなどの機器を変え、
　　再度確認してください。

ワイヤレス充電器にQi対応の
スマートフォンを置き充電されているか

このトラブルシューティングは、取り付け完了後の点検時に発生した作動不良について、その点検方法を
記載しています。導通、電圧の点検は、テスターを使用してください。

1ワイヤレス充電器で充電できない

されている

接続する
されていない1ワイヤレス充電器側コネクターと2ワイヤー

ハーネス側コネクターは、確実に接続されているか

3エレクトロタップ、ハーネス端子は適正に接続
されているか

車両電源回路の点検を行ってくだ
さい。

されている

されていない

されている2ワイヤーハーネス側コネクターの　　  間に
12Vが印加されているか 1ワイヤレス充電器の故障

3エレクトロタップ、ハーネス端子の
接続を修正する

されていない

トラブルシューティング
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回  路  図

黒8P

ワイヤレス充電器本体
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E
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